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空き家を「人々に夢を与える場所」へ
と変えていく「アキカツ」
●矢野童夢（やの どうむ）さん
空き家問題を解決しながら、夢を実現したい
人の後押しをする不動産マッチングサイト

「アキカツ」を計画。自分が大学時代に詐欺
にあった経験から、漠然とした夢を具体化す
るコンサルや資金プランも提供したい。

自発的なご長寿のワクワクが循環
シニアのワクワクを引き出し元気にする！
●二瓶　崇（にへい たかし）さん
要介護だった大好きなおばあちゃんをハワイ
に連れて行った時、生きてて良かったと喜ば
れた。渡航前には歩行練習も始めた。予防介
護のお客さんであるシニアに、わくわく生き
生き主役になれる場を提供していきたい。

クラフトビールから始まる地域の豊かさ
ビールを通して身近な豊かさ・幸せを
●富木 毅（とみき たけし）さん
本当の豊かさや幸福は身近にあると気づき、
生まれ育った千葉市幕張で地ビール醸造所兼
飲食店を起業。NECの兼業起業制度の走り
となる。大好きなビールで心を開き、ヨガで
体を整え、瞑想で素直に感じる場とする。

通信革命など真の社会価値創造と
諸外国から尊敬される日本づくり
●㈱フォーバル代表取締役会長 大久保秀夫氏
創業以来「For Social Value」の事業を展開。
カンボジアの教員育成など国際貢献活動にも
積極的。公益資本主義を唱え「三方よし」「和
を以て貴しとなす」「吾足るを知る」などを
発信しながら資本主義の変革に取り組む。

「やってみたい」に挑戦する場づくり
“今”にフォーカスする若きチャレンジャー 
●齋藤 慧 （さいとう さとし）さん
高校２年の齋藤さん。活発だった中学時代。
高校は進路の呪縛や軽薄な人間関係が不満。
今やってみたいことに思いっきり挑戦する場

「follower」を立ち上げた。自分が動けば周
りも熱くなってくれることに気付いた。

福島のそよ風で起こすエネルギ―革命
実感が伴う『さすけない』復興事業を！ 
●渡邊千春（わたなべ ちはる）さん
福島県二本松市生まれ。3.11後に福島復興
のために風力発電とオーガニックコットン栽
培の事業を誘致するも大手企業が撤退。自ら
地元優先のエコシステムSUSKENERGYを
設立した。「さすけない」は「大丈夫」の方言。

社会起業家部門

政治起業家部門

共感
大賞

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ラ
ン
プ
リ 
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０
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９

　

３
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
９
」。
３
・

１
１
の
前
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
全
員
に

よ
る
黙
祷
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

社
会
起
業
大
学
の
田
中
勇
一
学
長
は
「
今

の
世
の
中
は
失
望
と
不
信
ば
か
り
。
自
分
の

中
に
あ
る
ワ
ク
ワ
ク
を
信
じ
よ
う
と
い
う
こ

と
を
今
回
の
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
。
フ
ァ
イ
ナ

リ
ス
ト
は
そ
れ
を
実
践
し
て
い
る
一
例
。
ぜ

ひ
参
考
に
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

田
坂
広
志
名
誉
学
長
の
基
調
講
演
は
、「
社

会
起
業
家
は
資
本
主
義
を
進
化
さ
せ
、
民
主

主
義
を
深
化
さ
せ
る
」
の
テ
ー
マ
で
、
今
年

は
後
半
部
分
に
あ
た
る
、
社
会
起
業
家
が
変

え
る
民
主
主
義
の
10
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が

語
ら
れ
た
。
国
や
官
僚
に
依
存
す
る
間
接
民

主
主
義
か
ら
、
国
民
自
ら
が
政
策
決
定
・
実

行
に
関
与
す
る
直
接
民
主
主
義
へ
の
深
化
に

は
、
現
世
代
の
利
益
で
は
な
く
未
来
世
代
の

利
益
の
た
め
に
何
を
す
る
か
と
い
う
、
社
会

起
業
家
的
資
質
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
と
共
感
大
賞
を
Ｗ
受
賞
し
た

の
は
、
渡
邊
千
春
さ
ん
。
福
島
県
二
本
松
市

の
震
災
復
興
に
寄
与
す
る
、
風
力
発
電
と
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
栽
培
の
事
業
「
Ｓ
Ｕ

Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｙ
」
だ
っ
た
。

　

高
校
生
も
含
め
多
彩
だ
っ
た
が
、「
ワ
ク

ワ
ク
」
に
寄
り
す
ぎ
て
社
会
性
や
経
済
性
の

詰
め
が
甘
い
点
が
、
総
評
で
指
摘
さ
れ
た
。

３
月
10
日
㈰　

中
野
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
西
館
小
ホ
ー
ル

主
催
：
社
会
起
業
大
学
／
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
２
・
０
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

ファイナリストや
協賛企業などから
多くのブースが出
展し、2度のコミュ
ニケーションタイ
ムにPRと交流が図
られた。

グラン
プリ

社
会
起
業
家
は
多
重
人
格

者
で
あ
る
こ
と
も
必
要
と
、

田
坂
広
志
名
誉
学
長
。

「
自
分
の
ワ
ク
ワ
ク
」
が
十

分
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
が

悔
し
い
と
田
中
勇
一
学
長
。

財団理事長代理・
佐藤梨奈（左か
ら2人 目 ） か ら
グランプリ受賞
の渡邊千春さん
に起業支援金の
目録を授与した。
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な
ぜ
、
人
生
の
足
跡
を
世
に
残
し
た
方
が
い
い
か
と
い
う
と
、

人
が
経
験
し
た
こ
と
は
、
あ
る
意
味
、
書
物
で
学
ん
だ
こ
と
以
上

に
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
人
々
の
記
憶
に
蓄
積
さ
れ
、
共
有

さ
れ
る
べ
き
だ
か
ら
だ
。

　

人
は
学
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
先
輩
た
ち
が
作
っ

て
く
れ
た
知
や
経
験
の
蓄
積
を
さ
ら
う
作
業
で
あ
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
そ
れ
に
上
積
み
し
、
後
世
の
人
た
ち
が
読
み
、
疑
似
体
験

が
出
来
る
よ
う
に
す
る
。
知
だ
け
で
は
な
い
。
経
験
も
こ
れ
か
ら

を
生
き
る
者
た
ち
に
は
、
き
っ
と
役
に
立
つ
は
ず
だ
。
こ
の
世
に

生
を
受
け
、
体
験
し
た
こ
と
学
ん
だ
こ
と
を
世
に
還
す
と
い
う
こ

と
。

　

そ
れ
に
は
大
き
く
２
つ
の
問
題
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
ど
う
や
っ

て
文
章
を
書
く
か
と
い
う
問
題
。
そ
れ
と
、
そ
の
文
章
を
ど
の
よ

う
に
後
世
に
残
す
か
と
い
う
問
題
。

文
章
の
書
き
方

　

ま
ず
は
文
章
の
話
。

　

人
は
自
分
の
人
生
を
語
り
た
が
る
。
そ
れ
に
従
い
、
産
ま
れ
た

時
か
ら
今
ま
で
の
出
来
事
を
時
系
列
に
従
っ
て
書
く
人
が
多
い
。

こ
れ
で
は
ま
っ
た
く
焦
点
が
定
ま
ら
な
い
。
あ
な
た
は
満
足
か
も

し
れ
な
い
が
、
あ
な
た
の
文
章
に
は
誰
も
興
味
を
示
さ
ず
、
誰
も

読
ま
な
い
。

　

肌
感
覚
で
、
他
人
は
自
分
の
何
に
興
味
を
持
つ
か
は
知
っ
て
い

る
は
ず
だ
。
例
え
ば
、
60
歳
の
時
、
高
齢
者
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金

メ
ダ
ル
を
と
っ
た
話
と
か
、
教
師
歴
30
年
で
東
大
に
何
十
人
も
合

格
さ
せ
た
話
と
か
。
そ
の
特
異
な
と
こ
ろ
を
中
心
に
し
て
深
掘
り

し
て
書
く
の
だ
。
け
っ
し
て
ど
う
で
も
い
い
話
を
書
い
て
は
い
け

　
自
分
と
は
い
っ
た
い
何
者
な
の
か
？
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
セ
リ
フ
で

は
な
い
が
、
そ
れ
が
問
題
だ
。

　

今
回
は
、
自
分
の
半
生
を
文
章
に
し
、
世
に
く
っ
き
り
と
そ
の

存
在
を
残
す
こ
と
を
お
す
す
め
め
し
た
い
。

　

物
心
つ
く
頃
か
ら
人
は
、
い
っ
た
い
自
分
は
何
者
な
の
か
と
何

度
も
自
問
す
る
。
人
生
が
終
盤
に
さ
し
か
か
っ
て
も
そ
の
答
え
に

は
行
き
着
か
な
い
。
お
そ
ら
く
、
ど
う
あ
が
い
た
っ
て
死
ぬ
ま
で

答
え
な
ど
出
な
い
だ
ろ
う
。
ど
こ
か
の
時
点
で
人
生
を
振
り
返
っ

た
ほ
う
が
い
い
。

　

私
は
作
家
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
。
私
を

含
め
て
7
人
の
社
員
で
年
間
80
冊
ほ
ど
の
書
籍
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

す
る
。
時
に
は
、
人
の
半
生
を
振
り
返
る
よ
う
な
伝
記
も
作
る
。

　

た
と
え
ば
、
在
日
韓
国
人
で
バ
イ
オ
リ
ン
製
作
者
の
陳
昌
鉉
氏

の
半
生
を
聞
き
書
き
し
、「
海
峡
を
渡
る
バ
イ
オ
リ
ン
」（
河
出
書

房
新
社
）
と
い
う
書
籍
を
世
に
出
し
た
。
の
ち
に
そ
の
本
は
フ
ジ

テ
レ
ビ
45
周
年
記
念
ド
ラ
マ
の
原
作
に
選
ば
れ
、
北
の
国
か
ら
の

撮
影
チ
ー
ム
で
ド
ラ
マ
が
制
作
さ
れ
、
文
化
庁
芸
術
祭
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
。

　

ま
た
、
お
よ
そ
百
歳
と
な
る
、
母
方
の
祖
母
の
半
生
も
4
日
間

で
20
時
間
ほ
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し「
恋
文
讃
歌
」（
河
出
書
房
新
社
）

と
い
う
小
説
に
ま
と
め
た
。
終
戦
直
後
に
、
混
乱
す
る
朝
鮮
半
島

か
ら
命
か
ら
が
ら
日
本
へ
帰
国
し
た
体
験
だ
。
こ
の
話
も
現
在
映

像
化
が
進
行
中
だ
。

な
い
。

　

か
と
い
っ
て
、
書
き
方
を
間
違
え
る
と
自
慢
話
ば
か
り
に
な
っ

て
く
る
。
自
分
が
言
い
た
い
こ
と
ば
か
り
を
書
く
の
で
は
な
く
、

読
む
人
が
読
み
た
い
こ
と
を
書
く
の
だ
。
試
し
に
周
囲
に
聞
い
て

み
た
ら
い
い
。
私
の
何
が
知
り
た
い
か
？ 

と
。
お
そ
ら
く
言
い

た
い
こ
と
と
違
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
は
ず
だ
。
私
が
人
の
企
画

書
を
い
じ
る
と
き
、
８
割
が
こ
こ
に
起
因
す
る
。

　

こ
こ
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
え
た
い
。
こ
れ
は

私
が
著
者
デ
ビ
ュ
ー
す
る
作
家
の
卵
の
方
々
に
伝
え
て
い
る
こ
と

だ
。

　

本
を
世
に
残
す
の
は
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら

う
た
め
だ
。
つ
ま
り
出
来
る
だ
け
多
く
の
人
を
想
定
読
者
と
す
る

が
、
そ
れ
を
念
頭
に
置
い
て
書
き
は
じ
め
る
と
、
焦
点
が
ボ
ケ
た

も
の
に
な
り
、
稚
拙
な
印
象
を
受
け
る
。
で
は
、
ど
う
す
る
か
と

い
う
と
、
実
際
に
書
く
と
き
は
真
逆
の
発
想
を
し
、
こ
の
話
を
も

っ
と
も
聞
い
て
ほ
し
い
人
物
を
ひ
と
り
に
定
め
て
頭
の
中
に
思
い

描
く
。
そ
の
人
物
が
２
時
間
聞
い
て
丸
丸
理
解
で
き
、
面
白
い
と

思
う
よ
う
に
、
企
画
書
を
書
く
。
そ
う
す
る
と
、
文
調
や
語
彙
の

レ
ベ
ル
も
決
ま
っ
て
く
る
。
難
し
い
言
葉
を
使
う
必
要
は
な
い
。

話
し
言
葉
で
い
い
。
知
性
を
見
せ
る
必
要
は
な
い
。
分
か
り
や
す

く
、
面
白
く
だ
。
た
と
え
ば
、
先
の
東
大
に
生
徒
を
入
れ
る
教
師

の
場
合
だ
と
、
受
験
生
と
そ
の
親
、
教
師
を
大
き
な
層
を
読
者
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
が
、
書
く
と
き
は
ひ
と
り
に
絞
る
。
学
校
で
自

分
の
横
に
机
を
並
べ
る
実
際
の
新
米
教
師
に
向
け
る
。
そ
う
す
る

と
、
文
章
が
ぶ
れ
て
こ
な
い
し
、
書
き
や
す
く
な
る
。

　

で
は
、
ど
う
や
っ
て
あ
な
た
の
文
章
を
世
に
残
す
か
？

⑤

作
家
／
出
版
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
／
劇
団
主
宰

鬼
塚 
忠 
の 
ア
ン
テ
ナ
エ
ッ
セ
イ

人
生
を
そ
ろ
そ
ろ
ま
と
め
よ
う
。
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め
す
る
の
が
、原
稿
整
理
を
プ
ロ
の
編
集
者
に
依
頼
す
る
こ
と
だ
。

ネ
ッ
ト
で
「
フ
リ
ー
編
集
者
」
と
検
索
す
れ
ば
山
の
よ
う
に
出
て

く
る
の
で
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見
て
依
頼
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

文
章
が
見
違
え
る
よ
う
に
磨
か
れ
る
。
未
来
永
劫
誰
か
が
読
む
可

能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
お
金
が
か
か
っ
て
も
出
来
る
だ
け
洗
練

さ
れ
た
文
章
で
残
し
て
お
き
た
い
。

紙
の
書
籍
と
し
て
残
す
場
合

　

自
費
出
版
と
商
業
出
版
が
あ
る
。自
費
出
版
は
紙
代
や
印
刷
代
、

デ
ザ
イ
ン
代
な
ど
自
分
で
払
う
。
市
場
に
流
通
さ
せ
る
場
合
、
さ

せ
な
い
場
合
が
あ
る
。
印
刷
屋
に
印
刷
製
本
だ
け
任
せ
、
流
通
さ

せ
な
け
れ
ば
安
く
済
む
が
、
流
通
ま
で
任
せ
る
と
そ
こ
ら
の
印
刷

屋
に
任
せ
る
だ
け
で
は
済
ま
ず
、
専
門
家
に
依
頼
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
軽
く
百
万
を
超
え
、
金
銭
的
出
費
は
免
れ
な
い
。

　

商
業
出
版
と
い
う
道
も
あ
る
。
原
稿
を
書
き
上
げ
、
出
版
社
の

編
集
者
に
送
っ
て
判
断
し
て
も
ら
う
と
い
う
手
段
を
と
る
。
誰
に

コ
ン
タ
ク
ト
す
る
か
は
、
類
似
す
る
書
籍
を
読
み
、
そ
の
あ
と
が

き
に
編
集
者
へ
の
謝
辞
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の

人
に
コ
ン
タ
ク
ト
す
る
の
が
い
い
だ
ろ
う
。
ま
ず
は
企
画
書
を
送

れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。
興
味
が
あ
れ
ば
会
っ
て
く
れ
る
は
ず

だ
。
原
稿
を
持
参
す
る
か
、
事
前
に
送
れ
ば
い
い
。
も
し
く
は
私

の
た
ち
の
よ
う
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
コ
ン
タ
ク
ト
す
れ
ば
相
談

に
応
じ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
ぜ
ひ
秀
逸
な
作
品
を
書
き
、
商
業
出

版
ま
で
持
っ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

重
複
す
る
が
、
誰
に
だ
っ
て
、
世
に
残
す
べ
き
経
験
や
知
識
が

あ
る
は
ず
だ
。

　

人
の
体
験
を
疑
似
体
験
す
る
こ
と
、
人
の
知
見
を
吸
収
す
る
こ

と
は
学
び
で
あ
る
。

　

ぜ
ひ
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。
あ
な
た
の
人
生
が
他
人
の
人
生
に
役

に
立
っ
た
り
、
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
文

章
に
ま
と
め
る
こ
と
は
楽
し
い
は
ず
だ
。

● 著者プロフィール
鬼塚忠（おにつか  ただし）1965年鹿児島市生
まれ。鹿児島大学卒業。大学卒業後、２年間か
けて、アジア・オセアニア、中近東、アフリカ、
ヨーロッパなど世界40か国を放浪。ヨーロッパで
お金が底をつき、シベリア鉄道で帰国。帰国時、
所持金は1万円を切っていた。1997年より2001
年６月まで海外書籍の版権エージェント会社「イ
ングリッシュ・エージェンシー」に勤務。映画の
原作、ビジネス書、スポーツ関連書籍など年間60
点ほどの翻訳書籍を手掛ける。次に海外の作家で
はなく、日本人作家のエージェントをしたいと思
い、2001年10月にアップルシード・エージェン
シーを設立。現在では作家のエージェント会社の
経営者であるとともに、作家、脚本家、劇団もし
も主宰でもある。
著書:『風の色』(講談社)2018年映画化。『花戦さ』
(角川書店)2017年映画化。日本アカデミー賞優秀
作品賞受賞。『Little DJ』(ポプラ社) 2007年映画化。

『カルテット!』(河出書房新社)2012年映画化。『海
峡を渡るバイオリン』(河出書房新社)2004年フジ
テレビ45周年記 念ドラマ化。文化庁芸術祭優秀
賞受賞。『恋文讃歌』(河出書房新社)、『僕たちの
プレイボール』(幻冬舎)2012年映画化など多数。 

↑ Kindle ダイレクト・パブリッシングの WEB サイト。原稿
さえできていれば数分で世界中に向けて電子出版が可能として
いる。電子書籍なので出版後もいつでも修正が可能だ。初期費
用は無料。日本、アメリカ、ヨーロッパ各国など多くの国で、
販売金額の最大 70% のロイヤリティを獲得できる。

お
す
す
め
は
蓄
積
す
る
ブ
ロ
グ
、
も
し
く
は
電
子
書
籍
化
し
て
ア

マ
ゾ
ン
の
ｋ
ｉ
ｎ
ｄ
ｌ
ｅ
で
売
る
方
法
だ
。
前
者
の
ブ
ロ
グ
は
、

無
料
で
出
来
る
。
な
か
で
も
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
と
い
う
ブ
ロ
グ
の
ウ
ェ
ブ

サ
ー
ビ
ス
な
ら
、
簡
単
に
写
真
や
音
楽
、
映
像
な
ど
も
挿
入
で
き

る
。
手
軽
に
売
り
買
い
も
で
き
る
。
電
子
書
籍
と
し
て
出
す
場
合

は
費
用
が
発
生
す
る
が
高
い
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
、
お
す
す

　

お
も
に
ふ
た
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
ネ
ッ
ト
上
に
残
す
場
合
。
も

う
ひ
と
つ
は
紙
に
し
て
世
に
残
す
方
法
。
も
し
く
は
そ
の
両
方
。

ネ
ッ
ト
で
残
す
場
合

　

ざ
っ
く
り
言
う
と
、
ネ
ッ
ト
に
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
よ
う
に

流
れ
て
い
く
も
の
と
、ブ
ロ
グ
の
よ
う
に
蓄
積
す
る
も
の
が
あ
る
。 ↑noteは、文章、写真、イラスト、音楽、映像などの作品を

投稿して公開するWEBサービス。自分の作品（ノート）は、
ブログやSNSなどと同様に無料公開でき、売り買いも可能。
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有田とフランス人間国宝「ワザノワ会議」 

　

日
本
と
フ
ラ
ン
ス
は
、
と
も
に
伝
統
文
化
の
遺
産
を
尊
ぶ
国

で
あ
り
、
技
術
の
維
持
継
承
の
た
め
に
人
間
国
宝
（
仏
で
は
メ

ー
ト
ル
・
ダ
ー
ル
）
と
い
う
制
度
が
あ
る
。

　

昨
年
、
東
京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
フ
ラ
ン
ス
人
国

宝
展
」
に
出
展
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
作
家
を
有
田
に
招
き
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
共
演
展
示
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
う
「
ワ

ザ
ノ
ワ
会
議
」
が
、２
０
１
８
年
11
月
18
〜
25
日
に
開
催
さ
れ
た
。

伝
統
文
化
の
継
承
と
国
境
を
越
え
た
技
術
交
流
を
目
的
と
し
た

芸
術
祭
は
、
来
場
者
20
名
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
口
コ
ミ

で
広
が
り
、
最
終
日
に
は
１
８
０
名
と
大
盛
況
で
幕
を
閉
じ
た
。

■ 

日
仏
最
高
峰
の
技
が
集
結
　

　

メ
イ
ン
会
場
は
、
日
本
で
最
初
の
陶

磁
器
品
評
会
「
有
田
陶
器
市
」
が
開
か

れ
た
桂
雲
寺
。
会
場
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

パ
リ
を
拠
点
と
す
る
建
築
家
・
空
間
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
リ
ナ
・
ゴ
ッ
ト
メ
氏
が
手
が
け
た
。
コ
ン
セ
プ
ト

は
『
対
話
』
で
、「
有
田
を
訪
れ
る
と
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
交
流
の
中
で
生
ま
れ
る
の

だ
と
実
感
す
る
」
と
話
し
た
。

　

注
目
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
有
田
焼

の
若
手
創
作
絵
師
の
華か

せ
ん仙
氏
と
、
38
歳
の
若
さ
で
人
間
国
宝
に

認
定
さ
れ
た
扇
作
家
の
シ
ル
ヴ
ァ
ン･

ル･

グ
エ
ン
氏
。
華
仙
氏
は
完
成
作

品
を
前
に
「
自
分
の
紋
様
デ
ザ
イ
ン

が
こ
ん
な
素
敵
な
扇
に
な
る
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」

と
感
激
の
様
子
だ
っ
た
。

伝
統
技
術
を
未
来
に
つ
な
ぐ

日
仏
最
高
峰
の『
ワ
ザ
』の
交
流

助成金支給

【
主
催
】
ワ
ザ
ノ
ワ
会
議
準
備
室

【
後
援
】
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
、佐
賀
県
、有
田
町
、（
公
財
）
金
子
財
団
、（一社
）
九
州
観
光
推
進
機
構
、

　
　
　 

「
肥
前
窯
業
圏
」
活
性
化
推
進
協
議
会
、（
一財
）
生
涯
学
習
開
発
財

【
協
力
】
文
化
庁
地
域
文
化
創
生
本
部

【
特
別
協
賛
】
井
上
萬
二
窯
、
今
右
衛
門
窯
、
柿
右
衛
門
窯

【
協
賛
】
佐
賀
県
外
・
県
内
企
業
、
有
田
町
内
企
業
各
社

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
ル
・
グ
エ
ン
氏
の
「
折
り
紙
を
使
っ

た
扇
子
づ
く
り
」、
ゴ
ッ
ト
メ
氏
の
「
有
田
の
町
屋
を
使
っ
た

空
間
演
出
」
と
、
日
本
の
文
化
や
伝
統
建
築
を
活
か
し
な
が
ら

の
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
。
桂
雲
寺
で
は
、
グ
エ
ン
氏
と
日
本
人

作
家
ら
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
さ
れ
た
。

　

伝
統
の
様
式
を
守
り
つ
つ
芸
術
性
を
追
求
す
る
日
本
の
作
品

と
、
異
文
化
を
取
り
込
み
大
胆
な
芸
術
的
表
現
を
す
る
フ
ラ
ン

ス
の
作
品
と
の
違
い
も
興
味
深
か
っ
た
。

桂雲寺

ゴットメ氏が手がけた
日仏作品の展示空間

華仙氏とル・グエン氏

ゴットメ氏

ル・グエン氏に指導を受
ける子どもたち


